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（１）

はじめに

　　『兵庫県立歴史博物館紀要塵界』で、二度紹

介した「宮内法橋」（註１）と、一度紹介した「神

出仏師」（註２）の作例・修理例は、その後の調査

の進展や研究者、研究機関からの情報等により資

料数が増えている。令和４年度末で再任用期間が

終了となるのにあたり、現段階の状況を記して、

今後の基礎となるようにしたい。

１　大坂仏師「宮内法橋」

　『塵界』7号で78件、同19号で226件であった作

例・修理例は、その後も増加し、現在276件とな

っている。とくに初代の作例が確認されることが

多くなり、同19号で20件余りであったが30件を越

えた。

　現時点で初代の最初の作例と推定していた香川

県東かがわ市常観寺の弘法大師坐像は、調査によ

り「寛永拾四年/摂津国大坂住/宮内卿作/ウシ十

月吉日」の銘文が確認でき、寛永14年(1633)10月

の造立であることが確認された。

　そして、宝塚市中山寺山門の金剛力士立像の修

理時に、像内から仏師「大坂住宮内卿」の納入札

が発見され、法橋叙任以前の作で、その2年後に

は「宮内法橋」と記していることから、中山寺金

剛力士立像の制作を契機に法橋に任ぜられたと考

えられること、同寺五百羅漢堂の十六羅漢像の銘

文に初代の年令が記されていたこと、「宮内卿」

以外に「大納言」という書き入れをしていたこと

などが判明した（註３）。

　二代宮内法橋では、造仏と代金支払いに関する

書状が南あわじ市寶光寺から発見され、その書状

に記された十二神将立像(12躯)の制作状況を考察

した（註４）。

２　神出仏師「厚木民部・厚木保省」

　『塵界』21号で、29件であった作例・修理例は

35件となっている。多可町の仏像調査、三木市史

作成にかかる調査、小野市立好古館による小野市

内の悉皆調査により確認されたもので、今後も未

調査の寺社から確認されることが期待される。

　平成29年4月22日から6月4日に兵庫県立歴史博

物館で、特別展「ひょうごの美ほとけ－五国を照

らす仏像－」を開催した。同展では、宝塚市中山

寺蔵、初代宮内法橋作十六羅漢像の内の二躯「伐

闍羅弗多羅尊者坐像」「阿氏多尊者倚像」。洲本市

五色町明法寺蔵、二代宮内法橋作「金剛界大日如

来坐像」と「弁才天十六童子像」。南あわじ市寶

光寺蔵の「二代宮内法橋造仏関係文書」4通を展

示させていただいた。また、神戸市西区性海寺蔵、

厚木民部作「不動明王立像」と多可町加美区西光

寺蔵、厚木保省作「不動明王立像」も展示させて

いただくことができ、初代・二代宮内法橋と厚木

民部、保省父子の調査成果の一端を紹介した。こ

れらの成果を加えた作例・修理例の一覧と年表を

掲載する。

　表Ⅰ「宮内法橋の作例・修理例」

　表Ⅱ「宮内法橋造仏年表」

　表Ⅲ「神出仏師作例・修理例年表」

【註】

1�神戸佳文「大坂仏師「宮内法橋」江戸前半期の二

代にわたる仏師」『兵庫県立歴史博物館紀要塵界』

第7号　平成6年3月、神戸佳文「大坂仏師　宮内法

橋－その作風と銘文－」『塵界』19号　平成20年2

月

2�神戸佳文「神出仏師　厚木民部・厚木保省―江戸

時代前期の東播磨の親子仏師」『塵界』第21号　

平成22年3月

3�神戸佳文「中山寺における大坂仏師「宮内法橋」

の造仏－初代宮内法橋の新知見－」『中山寺の歴

史と文化財』平成25年10月　大本山中山寺

4�神戸佳文「南あわじ市寶光寺の十二神将立像の造

仏について－仏師「宮内法橋」の書状からみる－」

『塵界』第29号　平成30年3月

大坂仏師「宮内法橋」と
　神出仏師「厚木民部・保省」の作例・修理例表の修正

神　戸　佳　文　
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弘法大師坐像（東かがわ市常観寺）表Ⅰ－１ 虚空蔵菩薩坐像（洲本市宝林寺）表Ⅰ－ 187

弘法大師像内背部墨書銘 虚空蔵菩薩像内背部墨書銘

　
　

寛
永
拾
四
年

　

（
別
筆　

墨
消
し
）

　

摂
津
国
大
坂
住

　
　
　

宮
内
卿
作

　
　

ウ
シ

　
　

十
月
吉
日

　

正
徳
五
乙

未

年

　
　

正
月
吉
日

虚
空
蔵
菩
薩
御
尊
像

　
　

大
佛
師

　
　
　
　

法
橋
宮
内
作

○初代宮内法橋の現存最初の作例と考えられる。 ○２代宮内法橋の晩年の作、虚空蔵は作例が少ない。



－ 66 －

（３）
 

 



－ 65 －

（４）
 



－ 64 －

（５）
 



－ 63 －

（６）



－ 62 －

（７）
 

 
 



－ 61 －

（８）
 



－ 60 －
 

（９）



－ 59 －
 

（10）



－ 58 －

 

 
（11）



－ 57 －

（12）

 

 



－ 56 －

（13）

 

 



－ 55 －

（14）

 

 



－ 54 －

（15）

 

 



－ 53 －

（16）

 

 



－ 52 －

（17）



－ 51 －

（18）



－ 69 －

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

　

山　

口　

奈
々
絵
（
当
館
学
芸
員
）

　

吉　

原　

大　

志
（
当
館
学
芸
員
・
主
任
）

　

竹　

内　
　
　

信
（
当
館
学
芸
員
）

　

鈴　

木　

敬　

二
（
当
館
学
芸
員
・
館
長
補
佐
兼
事
業
企
画
課
長
）

　

前　

田　

和　

彦
（
当
館
指
導
主
事
）

　

香　

川　

雅　

信
（
当
館
学
芸
員
・
学
芸
課
長
兼
県
立
美
術
館
課
長
）

　

神　

戸　

佳　

文
（
当
館
学
芸
員
・
社
会
教
育
推
進
専
門
員
）

　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要

　
　 

塵
　
界
　
　
　 

第
三
四
号

編
　
集　
　

兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館

印
　
刷　
　

合
名
会
社 

柳
生
印
刷
所

発
　
行　
　

令
和
五
年
三
月
二
七
日

Printed�in�Japan　2023

04 教　1－017 Ａ4

〈訂正〉

　『塵界』第33号　

　　75（38）頁

　　（誤）№1039　金の船　第4巻第6号（6月号）

　　（正）№1039　金の星　第4巻第6号（6月号）

　　91（22）頁　『金の船』解説　7～ 8行目

　　（誤）新たに金の船社を主宰するにあたって『金の星』と

　　　　�誌名を変更、

　　（正）新たに金の船社を主宰し、『金の星』と題する別雑誌

　　　　�を発刊する（巻号は『金の船』を踏襲）。

※キンノツノ社からはその後も『金の船』の発行は継続さ�

　れており（のちに発行者は越山堂を経て、資文堂書店へ

　と変わる）、二誌が併存する期間が続いていた。
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